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令和元年度 学校関係者評価書（川南町立東小学校） 

〈５段階評定 ５：大変よい ４：よい ３：ふつう ２：少しよくない １：よくない〉 

項目 評価指標及び具体的目標 
自己 

評価 
結果の考察・分析及び改善策等 

関係者

評価 
学校関係者評価委員の意見 

Ⅰ
 

町
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
教
育
の
推
進 

１ 

学校や家庭、地域が一体と

なって取り組む教育を推進

する。 

・地域の活性化や学校及び 

家庭の教育力向上につ 

ながるコミュニティ・スクー

ルの実施 

・保護者や地域を巻き込ん

だあいさつ運動の活性化 

４．７ 

〇 学校運営協議会や学校だより、ホームページ、地区

回覧板等を活用した説明や実際の取組の紹介をする

ことによりコミュニティ・スクールの推進を継続して

いる。 

〇 学校や家庭のみならず、地域の方からも子供たちは

育てられているかという質問に対する保護者の肯定

的回答は90%であった。どの学年も高い割合である。

さらにキャリア教育を推進する。 

● 地域や家庭で児童があいさつを実践しているかと

いう質問に対する肯定的回答は78%であった。今後さ

らにあいさつの実践率を高めていく必要がある。 

４．７ 

○ 地域と学校、創意工夫され向上に努力され、成果も出

ていると思う。 

○ コミュニティ・スクールの推進として、様々な媒体を

活用して、外への発信を行っていると思う。参観授業及

び懇談会への出席率が極めて高いことに驚く。 

○ ホームページが１７６千回以上チェックされている

が見やすく解りやすい工夫がされていて素晴らしい。家

庭教育学級の取組、企画が素晴らしい。地域の方に育て

られていると言う保護者が 90%もあることは素晴らし

い。 

○ PTAはじめ、地域、自治公民館との連携に積極的に取

り組まれていると思います。 

○ 学校への協力体制は良いように感じている。地域の人

への声掛けで一層協力しやすくなるのでは・・・。イン

ターネットを利用していない家庭もあるのでは。 

○ 参観日出席率が高く、保護者や地域の学校への関心の

高さを感じます。 

○ 授業参観や懇談会出席率も良く、いろいろな手段で発

信していることが良いと思う。 

○ 毎月の学校だよりで児童の様子について詳しく紹介

されていて学校の様子がよくわかります。 

○ HP の写真 UP 等、積極的に取り組んでいる。学校か

ら地域へ連絡も密に行っている。もっと地域役員が関わ

るようにすれば更に良い学校となると思われます。 

○ 伝統的にも感じるが、授業参観や学級懇談会への出席

が極めて高い小学校だと思います。家庭での早寝・早起

きがうまくできているようですね。 

● 親同士の交流を増やす。（特におやじの会） 

２ 

家庭や地域の教育力の向上

に努める。 

・学級懇談会への出席率各

学級８０％以上と内容の充

実 

・早寝をする児童の割合

85％以上 

・家庭教育学級の活用によ 

る、家庭教育力や家庭学習の 

向上 

○ 学級懇談会への全学年平均出席率は88%（前年度は

85％）であった。学級懇談会の話題として、「早寝・

早起き・朝ご飯」「親子のコミュニケーション」「家

庭学習」「読書の勧め」「スマホリーフレット」「夏

休みのくらし」「地区行事への参加」等さまざまな内

容で実施することにより、家庭教育力の向上につなげ

た。 

○ 授業中眠くなることはほとんどないと答えた児童

は93%であった。早寝については多くの児童について

は問題がないと言える。 

○ 家庭の教育力向上につながる家庭教育学級の内容

としては、「特別支援教育」「子どもの誉め方・叱り

方」「英会話」に取り組んだ。 

３ 

開かれた学校づくりを推進

する。 

・年間７回の参観日の実施、

充実 

・１１月のオープンスクー

ルの実施、積極的公開 

・学校教育の理解につなが

る学校便りとホームページ

の運用 

〇 教科や内容のバランスの取れた（国語、算数、学活、

外国語、家庭科、理科、総合）計画どおりの参観日の

実施をしている。授業参観出席率は 98%（前年度は

92％）と非常に高い割合であった。 

〇 地域へも、回覧板を利用して１１月のオープンスク

ールを周知することにより公開した。学校運営協議

会、学校保健委員会、PTAバザー等の内容での開催で

ある。 

〇 毎月の学校だより、適時のホームページやメディア

等を活用した学校教育の紹介の継続により開かれた

学校づくりを継続している。読んでいただいているよ

うで、感想をお聞きすることもある。今後も、学校教

育の方針や様子、児童の活躍、家庭や地域との連携の

重要性等が伝わる発信に努めたい。 

 

Ⅱ
 

生
き
る
基
盤
を
育
む
教
育
の
推
進 

１ 

確かな学力を育む教育を推

進する。 

ア 学ぶ意欲の向上 

 ・学校生活アンケートにお 

いて、「学校で一生懸命勉 

強している」と答える児 

童の割合90％の維持 

 ・授業中手遊びがなく、学 

習活動に熱心に取り組む 

児童の姿90％の実現 

イ 基礎的学力の定着 

 ・主要教科の単元テスト平

均85%の得点率 

 ・年度末のCRTテスト、 

次年度の全国及び県学力 

テストの全国及び県平均 

以上の得点率 

ウ 読書の習慣化 

・年間貸出冊数 13,000 冊

程度と読書内容の向上 

４．３ 

○ 児童アンケートで、「学校で一生懸命勉強している」

と答えた児童の割合は99%、「授業に集中して取り組

んでいる」と答えた児童の割合は98%であった。ほと

んどの児童が学ぶ意欲をもって授業に臨んでいると

考えられる。 

〇 主要教科の単元テストの２学期の結果の学年平均

は以下のとおりである。 

１年国語（90点）算数（93点）２年国語（98点）算

数（81点）、３年国語（87点）算数（85点）理科（83

点）社会（92点）、４年国語（76点）算数（70点）

理科（93点）社会（89点）、５年国語（86点）算数

（73点）社会（84点）、６年国語（77点）算数（74

点）理科（87点）社会（85点） 

理解できていない部分の指導を再度行ったり、授

業終末に定着を図る時間をさらに確実に設定したり

することにより、当該学年の学習内容をしっかり身

に付けさせて進級させたいと考えている。 

〇 保護者や地域の皆様による、月1回の読み聞かせ活

動は大変充実している。心を豊かにする本に出合う貴

重な機会を熱心に作っていただいている。 

〇 ２学期の全児童の貸出冊数は 8986冊であった。２

学期後半は、昨年度とほぼ変わらない貸出冊数であっ

た。図書館祭りやファミリー読書などの手立てが功を

奏したと考えられる。また、３学期も目標に「進んで

読書」とする児童が多くみられ、読書に対するさらな

る意欲が感じられる。今後も、図書館へ行く機会を増

やしたり、行きたくなる図書館運営をしたりすること

により、読書意欲をさらに高め続ける。 

 

 

 

４．６ 

〇 成果が出ていると思います。 

〇 学校教育だけでなく、保護者、地域の方々による読み

聞かせ活動は子どもたちの勉強に対する楽しさを向上

させる要因と考える。 

〇 学校で一生懸命勉強している、学校が楽しいとの児童

が９割以上は素晴らしい。 

〇 保護者との連携を図り、家庭学習の定着を図られてお

り、学校教育に限らず、家庭保護者と一緒に取り組まれ

ていることは評価できると思います。 

〇 意欲的に学習している様子が伺えます。 

〇 児童自身が意欲的な様子が伺える。 

〇 読書に対する取り組みが良く、図書室の配置等工夫さ

れている。 

〇 細かいことまで取り組んでいることは評価できる。 

〇 児童の学業に取り組む姿が単元テスト結果に表れて

いると思います。 

○質 月１回の読み聞かせは１～６年生でしょうか→はい 

● 本を読みたくなる環境をつくってやる。 
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２ 

豊かな心を育む教育を推進

する。 

ア 思いやりのある児童の

育成 

 ・学校生活アンケートにお 

いて「友だちに優しくし 

ている」と答える児童の 

割合90％以上 

イ あいさつの活性化 

 ・学校生活アンケートにお 

いて「元気なあいさつを

進んでしている」と答え

る児童の割合90％以上 

ウ 楽しい学校生活の保障 

・学校生活アンケートに 

おいて「学校が楽しい」と 

答える児童の割合90％以 

上 

・いじめゼロの実現 

４．５ 

○ 「わがままをせず人にいつも優しくできる」と答え

た児童は 97%、保護者の回答は 83%であった。思い

やりのある児童が多い。けんかをしたときには、相手

を傷つける言葉を言うのではなく、自分の気持ちの伝

え方をさらに指導していきたい。 

○ 「家でよくあいさつができる」と答えた児童は95%、

「登下校中など地域で元気なあいさつができる」と答

えた児童は93%、「子どもは家庭や地域であいさつを

しっかりできる」と答えた保護者は79%であった。横

断歩道で停まってくださった方に心のこもったお礼

を言う姿に感心して電話をいただいたことがあった。

保護者と連携した取組をさらに積極的に進めていき

たい。 

○ 「学校が楽しい」と答えた児童は96%であった。困

難がある場合は早期に解決したり、悩みに寄り添った

り、学校で学ぶ意義を考えさせたり、一人一人の児童

が自己存在感を感じる場を確実に実現したり、キャリ

ア教育を活用する等により、今後も学校生活に満足感

を得られる学校教育を目指していきたい。 

○ 「いじめ」については「いじめ防止対策推進法」の

定義に沿った児童アンケートの実施により、友達との

けんかや意地悪など小さなことでも本人が苦痛と感

じているものが漏れなく挙がってくる。（12 月新 1

件）十分話を聴いたり、お互いに気持ちを伝えさせた

り、謝らせたりする等の対応を重ねることにより、ど

の事案も 3 か月の経過観察期間を経て解決（12 月 4

件解消）という報告を上げることが出来ている。今後

も、丁寧に対応していく。 

４．６ 

〇 学校が楽しい場所になっているようです。 

〇 道徳の教科をうまく活用しているように思います。 

〇 いじめに関してアンケートなどで細かな対応をされ

ていて素晴らしい。 

〇 家・地域であいさつする児童が９割以上も、すごいこ

とです。 

〇 学校が楽しい児童が多いのも素晴らしい。 

〇 あいさつ運動や児童アンケートの実施で積極的に改

善を行い、児童との関係を近くとられているようです。

良い結果が表れていると思います。 

〇 学校での指導、地域の人々からの見守り等、豊かな心

を育む様子が感じられます。 

〇 いろいろなケースへの対応は難しいでしょうが、これ

からも丁寧な対応をお願いします。 

〇 あいさつもよくできていて素直な児童が多い。 

〇 わがままをせずいつも人に優しくできるというのは

子どもらしくないとも思えますが、相手の気持ちになれ

ることは大切です。学校が楽しいと多くの児童が答えて

いるのがよい。 

● 学校から遠くなると登下校する児童も少なく姿を見

かけることがあまりないが、一人になるとあいさつする

のが恥ずかしいようだ。見かけたらこちらからあいさつ

したいと思う。 

● 地域の活動に参加させて交流をする。 

３ 

健やかな体を育む教育を推

進する。 

ア 基礎体力の向上 

 ・体力テストにおける本校 

の課題である柔軟性のTス 

コアが50以上となる学年 

が３/６ 

イ よい生活リズムの習慣 

化 

 ・学校生活アンケートにお 

いて「早寝」をしていると 

答える児童の割合85％以 

上 

ウ 健康増進の意識の高揚 

 ・齲歯治療率80％以上 

３．９ 

○  5月に実施した体力テストの結果、各内容におい

て、県平均を上回った学年や性別は以下のとおりで

ある。 

  握力・・１・６年男、上体起こし（筋持久力）・・

１年女、２年男女、４年男女、５年男女、６年男女、

長座体前屈（柔軟性）・・１年男女、４年女、反復

横跳び（敏捷性）・・２年女、３年女、４年男女、

５年女、６年男、シャトルラン（持久力）・・２年

男女、３年男、４年男女、５年女、６年男、50M走・・

１年女、４年男女、５年女、６年男、立ち幅跳び（跳

力）・・１年女、２年女、４年男女、5年男女、6年

男女、ボール投げ・・４年女、５年男、6年男 

   握力、柔軟性に課題があるので、バランスの取れ

た体力向上をさらに目指したい。 

○ 「夜十分寝ていて学校で眠くなることはない」と答

えた児童は93%であった。全校で９名の児童（３年

１名、４年３名、５年３名、６年２名）は「よく眠

い」と答えている。「早寝の声掛けを家庭で行って

いる」と答えた保護者は、97%であった。全体的に

は、家庭での声掛けを十分していただいていること

により、生活のリズムが整っている児童が多いと言

える。 

○ 「今、治療が必要な歯はない」と答えた児童は81%、

保護者は88%であった。保護者の方の数値が少し高

めであったが、学年の傾向はほぼ一致していた。今

後も、児童や保護者への働き掛けを継続していく。 

４．３ 

〇 体力テストの結果、県平均を上回った児童が多いこと

は 

素晴らしい。 

〇 学級で眠くなることはない児童が9割以上、生活のリ 

 ズムが整っていることもすごい。 

〇 生活のリズムが整っている児童が多いとの評価、素晴 

 らしいことです。 

〇 歯の治療、児童のみならず、保護者への働きかけもあ

るのはすごいと思いました。 

〇 先生方の指導が素晴らしい。 

〇 体力テストの結果は、多くが県平均を上回っていま

す。柔軟性について全体的に問題があるのでしょうか。 

● バランスのとれた体力向上が大切と思います。 

● 全ての基礎となる体作りには、工夫や手立てをしてほ

しい。 

● 体力テストを一つの指標に、子どもたちの意識を高め

させる工夫が必要。遊びの中から体力向上につながる動

きを求めてみては。 

● 朝食を食べる習慣を身に付けさせる。 

● 生活リズムを整えたり、むし歯治療は保護者の責任で

行うもの。働きかけは必要だが、保護者の意識が一番だ

と思う。 

● 給食の好き嫌いをなくし、給食の残りを少なくするよ

う目指してください。 

４ 

共生社会を目指す特別支援

教育を推進する。 

・全ての児童に人権感覚を 

身に着けさせること 

・すべての児童に対する合 

理的配慮を行うこと 

４．６ 

○ 「わがままをせず人にいつも優しくできる」と答え

た児童は 97%、保護者の回答は 83%であった。思い

やりのある児童が多いという結果から相手の立場を

大切にする人権感覚を身に付けた児童が多いと言え

る。さらに、日々の指導を継続する。 

○ 保護者の思いや個別の指導計画、個別の支援計画を

生かした日々の指導、外部の機関（特別支援チーフコ

ーディネーター、SSW、川南町福祉課、主任児童員、

中央児童相談所、金鈴学園等）との連携を適時に図る

ことにより必要な児童への合理的配慮を可能な限り

行っている。今後も継続する。 

○ 配慮を要する児童への適切な支援や合理的配慮に

ついての研修会を行うことにより教職員の研鑽に努

めた。 

４．６ 

〇 関係団体機関との連携強化に努められているところ

は高く評価できる。 

〇 今後特別支援教育は避けて通れないようです。様々な

工夫を行い取り組んでおられる。良いことです。 

〇 各機関との連携も密に取られ、児童の意識も高いと思

います。 

〇 金鈴学園の関係もあると思いますので、特に気配りを

されている項目かと思います。 

〇 支援を必要とする児童への心配り大変と思います。継

続してください。 

〇 多くの情報交換が必要だと思います。 

〇 保護者の働き方も多様化していろいろな家庭がある。

外部機関との連携は今後も継続していく必要ありと考

える。 

〇 親と子どもの回答の差がありますが、子どもたちの割

合が高いことは評価したいと思います。 

〇 個別支援や外部との連携をこれからも続けてほしい。 

〇 人権を尊重する取組が感じられた。 
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Ⅲ
 

自
立
し
た
社
会
人
・
職
業
人
を
育
む
教
育
の
推
進 

１ 

ふるさと川南に学び、誇り

や愛着を育む教育を推進す

る。 

・ふるさとを理解しふるさ 

とに愛着をもつ児童の姿 

・総合的な学習の時間にお 

いて、地域の方から指導して 

いただく学習の各学年での 

実施（３年生以上） 

３．１ 

○ 保護者や地域の方からの指導の機会をどの学年も

設定することが出来た。（１・２年・・昔の遊び、３・

４年・・畜産業、加工業、５年田植え、稲刈り、ミシ

ン、認知症サポーター養成講座、６年ミシン、ボクサ

ー、３～６年川南町立図書館での調べ学習の勧め等）

今後も積極的に実施する。 

● 「川南町や地域のことが好きだ」と答えた児童は

85%、「我が子は川南町や地域のことをよく知ってい

て、川南町や地域に愛着や誇りをもっている」と答え

た保護者は77%であった。川南町や地域を理解する学

習の重要性を感じる。そのためには、計画性と教師の

負担感のない実施の工夫が大切だと考える。 

● 今後は、さらにキャリア教育や郷土愛につながる視

点での講師を積極的に招きたい。 

● 現在、地域連携担当者が学級担任ということもあ

り、校内での推進やとりまとめに必要な時間を確保す

ることが困難な状況にある。できる限り、持続可能な

方法を模索したい。 

● 保護者からの自由記述の意見欄に、児童が地域の方

との関係をさらに多くもち地域の方々から育ててい

ただくために、学校から地域へのさらに積極的な働き

かけをすることによる場の設定を願う声があった。 

４．１ 

〇 地域の方などの指導を全学年に設定されたことは素

晴らしい。 

〇 PTA活動が活発であり、田植え、稲刈り、もちつきや

地域の職業人の講話等積極的に実施されています。 

〇 地域の方々との密接な関係、地域への理解、愛着を感

じます。 

〇 総合的学習時間を使い、郷土の産業や体験学習を充実

させ、子どもたちが直接感じ、理解できるシステムがう

まくできている。 

〇 コミュニティ・スクールとしての取組がさらに高まっ

ていくのでしょう。 

〇 地域人材の活用はよい取組だと思っている。同じ方の

お話や指導を数年続けても良いのではないか。 

〇 地域の有識者との勉強、遊び等大切と思います。 

〇 先生方も一人一人に寄り添い、頼りにしています。 

● 川南に愛着をもってもらうためにも、教職員の負担軽

減のためにも、保護者・住民の参加・協力が必要と思う。

これからの課題。 

● たくさんの行事に参加させ、たくさんの体験をする。 

● 地域の方との関係を強化し、地域の方に育てていただ

きたいという期待に応えていただく努力を更にしてい

ただきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

キャリア教育を推進する。 

・学ぶ意義を理解して勉強 

に取り組む児童の姿 

・総合的な学習の時間にお 

いて、地域の方から指導して 

いただく学習の各学年での 

実施（３年生以上） 

Ⅳ
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１ 

教職員の資質向上に努め

る。 

・服務規律違反ゼロ 

・本年度特に取り組む、国語 

科、算数科、道徳科の授業力 

の向上 

４．５ 

○ 7月にコンプライアンス研修会を実施した。9月に

は、県教職員課から講師を招いて専門的な指導も受講

した。今後も、服務規律違反ゼロとコンプライアンス

の向上に努める。 

○ メンターチームによる初期研修を主軸とする校内

研修の実施を、国語科、算数科、道徳科の授業を中心

として計画的に行うことができた。授業の事前研究

会、模擬授業、事後研究会における活発な意見交換は、

全ての指導者の授業力向上につながったと言える。 

４．５ 

〇 教職員の皆さんの努力に感謝します。 

〇 児童の学力向上をはじめ、たくさんの行事、生活面、

心、身体面のサポートなど教職員の方々の日々は大変だ

と思います。そんな中で、研究会や研修を重ねられてい

ることに感謝します。 

〇 コンプライアンス研修の実施や危険個所点検、安全点

検の実施・改善・修繕を徹底的に行っておられるようで、

環境整備も含め素晴らしと思います。 

〇 教職員の資質向上を図るための努力がよく伺える。 

〇 先生方の資質向上への努力ありがとうございます。 

〇 学校内もきれいで好感がもてます。 

〇 学校における安全は確保されていると思います。 

〇 自転車でのヘルメット着用がほぼ定着していると思

う。 

〇 十分な活動がなされていると思います。 

〇 事故ゼロを続けて行ってください。 

● 交通ルールの勉強を多めにするとよい。ルールを知ら

ない子が案外多くいます。 

○質 メンターチームとはどんなものですか→いくつかの

教科を決めて、その教科の指導力が向上するように、数

名がチームを組んで研修を計画的に行うシステムです。 

 

２ 

学校における安全、安心の

確保に努める。 

・児童の事故（交通、水難等） 

や校内での大きなけがゼロ 

・アレルギー対応のミスゼ

ロ 

○ 現時点で、児童の事故や校内での大きなけが、アレ

ルギー対応のミスはない。今後も、危機管理に努める。 

○ 毎月の安全点検を生かし、教育課へつなぐことによ

って、校内の危険個所の事前発見や早期修理を徹底す

ることが出来ている。 

 


